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低中高学年３つの分科会に分かれ、 

新教材について、 

創造国語のメンバーの教材分析と 

実践を重ね合わせながら、 

パネルディスカッションを行います。 

（詳細は次頁） 
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新しい教科書となり、小学校国語の読む領

域では新教材が多く登場しました。しかし、
コロナ禍において研修や教材研究の機会が  
少ないまま１年が過ぎようとしています。 

新教材の「魅力」を知る前に「以前の教材
が良かった」と呟いていませんか？ 

教師が新教材の「魅力」に気付き、教材を
楽しみながら、子どもたち一人一人の笑顔を
増やす授業ができていますか？  

新教材について、創造国語のメンバーによ
る教材分析と実践をもとに分科会で広げ、光
村図書小学校国語教科書編集委員の御三方を
迎えた全体会で深めていきます。 

来年度に向けて、皆さんで新教材を見直
し、「魅力」を創り出していきませんか。   
創造国語は、そんなやる気のある先生方を 
お待ちしています！             
しています   （運営責任者 曽根朋之） 

参加費（資料代）：５００円 

 

 

 

令和２年版光村図書小学校国語教科書編集委員の       
御三方によるシンポジウムです。 

これまで様々な教材を見つめ、分析してきた御三方に    
理論と実践の両面から読むことの領域の新教材につい
て語っていただきます。 

物語文とは？説明文とは？そして「国語」とは…？ 

中身の濃すぎるシンポジウムをお楽しみください。 

創造国語 

------------------------------  

国語新教材の 

「魅力」を創り出す 
 

春のオンラインセミナー 

------------------------------  

２０２１年３月２８日（日） 

１３：００～１７：００ 

オンライン開催 

創造国語とは？ 茅野政徳(山梨大学准教授)が発起人となり、 

魅力的な国語科の授業を創造するために、公立、国立、私立の

教員が東京、神奈川、山梨などの地域から集う研究会です。 

ご参加いただいた方には   

各分科会で扱う        

新教材分析資料集を       

PDFファイルで       

お送りいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申し込み 締め切り ３月２０日（土） 
下記 URL、または QR コードから peatix (安全性を考慮して peatix を使用しております) の申し込

み受付ページにアクセスし、必要事項を入力してください。その際、事前に資料代として５００円をお

支払いいただきます。 

https://souzoukokugospringseminar.peatix.com/ 
【注意事項】 

・登録するメールアドレスは、お間違えのないよう、ご確認ください。 

・資料、Zoom の「URL」と「パスワード」を３月２１日（日）にメールでお送りする予定です。 

・分科会を円滑に進めるため、参加予定の分科会で扱う教材、送付資料をご一読の上ご参加ください。 

・今回のセミナーは記録として残しておくために、録画させていただきます。事前にご了承ください。 

・定員３００名になり次第、締め切りとさせていただきます。お早めにお申し込みください。 

 

 

 

 

【本セミナーへのお問い合わせ】 

曽根朋之(東京学芸大学附属竹早小学校)  E-mail：sone0824@u-gakugei.ac.jp 

【創造国語へのお問い合わせ】 

茅野政徳（山梨大学）                 E-mail：mkayano@yamanashi.ac.jp 
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【物語文】 ６年『帰り道』              

【説明文】 ５年『固有種が教えてくれること』 
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【物語文】 ３年『まいごのかぎ』        
【説明文】 ４年『世界にほこる和紙』 
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【物語文】 １年『やくそく』          

【説明文】 ２年『馬のおもちゃの作り方』 

 

『帰り道』ありふれた「帰り道」が、特別な「帰り道」に

なるために。人称視点の効果、考えたことありますか？  

『固有種が教えてくれること』筆者が使う図表やグラフは

読者の理解を助けている？ 効果的に資料を活用できる子

を育むための単元づくりとは？ 

「何が書かれているか？」〔内容〕だけでなく、「どのよ

うに書かれているか？」〔形式〕にも着目していくこと

で、教材をより具体的に読んでいく高学年の授業について

考えていきましょう！ 

『まいごのかぎ』                 

りいこを変えたかぎは何？～ふしぎ？それともうさぎ？

こここ共に考えてみませんか？              

ここここここファンタジー作品を学校で読む意味を。 

『世界にほこる和紙』               

説明文に筆者の想いがあってはいけないの？     

こようやく要約できた…を変えていきましょう。 

中学年では２つの学習材の特性を生かして、どのような

資質・能力を身につけるのかを考えます。教室の中で終

わるのではなく、学んだことを日常の読むことに生かせ

るような学びを共に作りましょう。 

『やくそく』                         

あおむし、あおむし、あおむし。              

「誰の会話？誰の行動？分かっていますか？」 

『馬のおもちゃの作り方』             

「だからこの文章わかりやすいんだ！」        

こここんな子どものつぶやきが聞こえてくる          

ここここここ説明のくふうについて考えていきましょう。  

子どもたちが楽しむだけでなく、きちんと「学び」がある

授業を共に考えませんか？「子どもがかわいかったね。」

そんな一言で終わってしまう低学年授業を一緒に変えてい

きましょう！ 

https://souzoukokugospringseminar.peatix.com/

